
 

 

令和２年度 
 

 

 
 

 

 
 

 



 

はじめに 

 

高齢化の進展に伴い、認知症の人の数はさらに増加が見込まれています。国では令和元年

６月に、「認知症施策推進大綱」を策定し、「共生」と「予防」を車の車輪として、認知症に

なっても希望をもって日常生活を過ごすことができる社会を目指した施策が示されました。 

本県でも、誰もが認知症になりうるものとして、「共生」の基盤のもと、認知症とともに

生きる社会づくりに向け、施策を推進していくこととしています。また、心身の状態が健康と

病気の間で連続的に変化するものと捉える「未病」の考え方を取り入れた「認知症未病改善」

の取組を進めます。 

今年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、これまで実施してきた事業がで

きなくなるなど、活動の現場にとって、とまどいの多い１年となりました。 

推進員研修もやむなく中止することとなりましたが、そうした中、各市町村で、オンライ

ンによる交流や研修の実施、オリジナル体操の発信など、創意工夫した様々な取組が実施され

ました。 

これまで県では、平成27年度から推進員研修を開始するとともに、活動の参考としていた

だけるよう、県内市町村や県保健福祉事務所・センターにおける取組をまとめた事例集を作成

してきましたが、今回の事例集ではコロナ禍で工夫して取り組まれた事例などもまとめて掲載

いたしました。 

お忙しい中、原稿作成にご協力いただきました皆様に厚くお礼申し上げますとともに、好

事例等、実際の取組を参考にしていただき、各地域で、新しい生活様式のもと、さらなる認知

症施策の推進に活用していただきますようお願いします。 

 

            令和３年３月  奈川県福祉子どもみらい局福祉部高齢福祉課        
                             かながわキンタロウと 

                              奈川県認知症の人と家族を支えるマーク 

 
 

 

 
 

 



  
利用にあたって 

 

 

（１）相談窓口等情報は、令和２年度に把握した情報をまとめたものです。 

 

（２）この事例集は、 奈川県高齢福祉課のホームページでダウンロードすることができます。 

 

（３）お気づきの点がありましたら、下記まで御連絡ください。 

 

  連絡先 〒231-8588  奈川県横浜市中区日本大通１ 

        奈川県福祉子どもみらい局福祉部高齢福祉課高齢福祉グループ 

       電 話 045-210-4846（直通） 

       F A X 045-210-8874 

       メール anshinkaigo@pref.kanagawa.jp 
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1 各市町村における認知症の取組 

 神奈川県内 33 市町村では、地域特性に合わせて様々な認知症についての取組

を実践しています。 

 次のページから各市町村の情報と実践、課題、主な取組や今後の取組等を掲載し

ていますので、「推進員」の活動を展開していくための参考にしてください。担当

課や連絡先も記載してありますので、「もっと知りたい！もっと聞きたい！」場合

は、アクセスしてみてください。 

 

 

 

 

 

 

     
＊市町村の番号は建制順となっています。 

＊地域包括支援センターは、「地域包括」として記載しています。 

＊認知症地域支援推進員は、「推進員」として記載しています。 

＊キャラバン・メイトは、「メイト」と記載しています。 

＊認知症サポーターは、「サポーター」と記載しています。 
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市町村名 テーマ 

横浜市 認知症にやさしい地域を目指して 

 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年９月30日現在） ３，７６０，４７２ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

９２５，５４０（２４．６%） 

４８１，７８７（５２．１%） 

認知症地域支援推進員の配置 令和・平成 26年度から   人数：１名 

職種：社会福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：18チーム 

設置場所：18区（医療機関） 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成 3年度から実施（予定） 

ケアパスの作成・活用方法 令和・平成 2８年度作成 名称：オレンジガイド 

活用方法：区、包括等関係機関へ配布。相談や研修等で活用。 

認知症カフェの開設 カフェ数：123（うちHP掲載89）※令和２年7月時点 

認知症予防の取組 取組内容：コグニサイズ教室を一部の区、包括で実施。その他、介護予防教室で実施。 

1 認知症に関する理解の促進 

  〇 メイト養成研修・フォローアップ研修・交流会の開催。サポーター養成講座の開催。認知症の普及啓発。 

２ 介護者支援の充実 

  〇 区やケアプラザにおいて、介護者のつどいや介護セミナー等の開催。相談事業の実施。 

３ 認知症の人を含む高齢者にやさしい地域づくりの推進 

  〇  つどいの場の充実（認知症カフェ運営者向け交流会の開催）、認知症カフェの普及啓発媒体の作成。  

  〇  地域の実情にあわせた見守り体制の推進（SOSネットワークの取組、認知症高齢者等見守りネットワーク） 

４ 認知症予防、早期診断、早期対応、医療、介護連携 

  〇  認知症初期集中支援チーム全区設置、効果的な活用。 

５ 認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護等の提供体制の強化 

  〇  認知症対応力向上研修、認知症疾患医療センターを中心に医療体制の構築 

    （認知症疾患医療センター増設5か所）、 

     認知症ケアパスガイドの推進（今年度改訂） 

６ 若年性認知症支援の充実 

   〇  若年性認知症支援コーディネーターを中心とした支援体制の構築、支援者向け研修、若年性認知症自立 

     支援ネットーク会議 

 （今年度はコロナウイルス感染症拡大予防のため延期）、若年性認知症の人や家族のつどい、居場所の充実) 
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【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課名：高齢在宅支援課 
電 話： 045-671-4129 

メール：kf-zaitakude@city.yokohama.jp 

・メイトフォローアップ研修兼交流会で集合研修（人数制限）に加え、オンラインで参加できる形式にして実施。 

・若年性認知症のつどいで人数を制限するなど規模を縮小したため、新規の方を優先的に参加できるように案内。 
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市町村名 テーマ 

川崎市 リモート対応による事業実施 

 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） １，５２１，２３３ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

３０３，７０１（２０．０％） 

１５３，５０５（５０．５％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成24年度から   人数：１ 

職種：介護福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：７チーム 

設置場所：各区役所  

認知症サポーターステップアップ研修の実施  無（フォローアップは独自で平成２５度より実施） 

ケアパスの作成・活用方法 平成28 年度作成 認知症アクションガイドブック  

活用方法：認知症の普及啓発、認知症カフェや家族会などインフォ

ーマルな活動場所についての紹介 

認知症カフェの開設 カフェ数：８７（元年度末） 

認知症予防の取組 取組内容：認知症早期発見モデル事業 

担当課名：地域包括ケア推進室 
電 話：０４４－２００－２４７０ 

メール：40keasui@city.kawasaki.jp 

 

○ケアパス等の普及啓発、認知症サポーター養成講座、フォローアップ研修 

○認知症訪問支援事業 

○認知症高齢者介護教室 

○認知症ネットワーク（家族会）、若年性認知症家族会等との連携・事業推進 

（認知症コールセンター「サポートほっと」の運営） 

○認知症医療・介護研修 

○認知症あんしん生活実践塾 

○認知症疾患医療センター運営 等 

・若年性認知症コーディネーターによる本人会議をリモート対応にて実施 

・認知症サポーター養成講座をリモート対応にて実施 

・薬剤師向け認知症対応力向上研修をリモート対応にて実施 
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p. 5 

市町村名 テーマ 

相模原市 認知症高齢者等にやさしい地域づくりの推進 

【自治体の情報】 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） ７２２，７７４ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

１８７，９２１（２６．０％） 

３６４，２７８（５１．６％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成24年度から   人数：3人 

職種：精神保健福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：1チーム 

設置場所：相模原市 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和４年度から実施（予定）  

ケアパスの作成・活用方法 平成27年度作成 名称： もの忘れ安心ガイドブック 

活用方法：相談初期の説明用に使用 

認知症カフェの開設 平成25年度から開設   カフェ数：39か所  

認知症予防の取組 取組内容：通いの場に「あたまの体操ＤＶＤ」を貸し出している 

担当課名：地域包括ケア推進課 

在宅医療・介護連携支援センター 

電 話： ０４２－７６９－９２５０ 

メール：houkatsucare @city.sagamihara.kanagawa.jp 

〇認知症初期集中支援チームの運営 

〇もの忘れ安心ガイドブック（認知症ケアパス）の普及 

〇支え手帳（認知症地域連携パス）の普及 

〇認知症サポーター養成講座の実施 

〇認知症カフェ開設等の支援 

〇ケース検討会議等への出席 

〇若年性認知症の人と家族の交流会開催 

〇認知医療介護連携研修、多職種協働研修の実施等 

〇オンラインを活用した世界アルツハイマーデー普及啓発事業の実施 

 認知症になってもお互い様の助け合えるさがみはらを目指して、昨年は集合形式のイベントを実施していた

ものを今年度はオンラインで実施。 

 ＦＭさがみ、Ｊ：ＣＯＭでの特別番組や認知症に関する活動の紹介の他、研修会、街づくりミーティング、

認知症サポーター養成講座を実施。 

〇オンライン認知症カフェへの参加 

 集合形式による開催が難しい状況が続いていたため、オンラインを活用し認知症カフェを運営している団体

へ実態把握や要請に応じ推進員が開催の協力をしている。 
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市町村名 テーマ 

横須賀市 認知症の人が思いを伝えられ、住み慣れた地域で暮らし続けられるまち 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む） 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） ３９７，８４６ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

１２６，４８１（３１．８％） 

 ６６，６２５（５２．７％） 

認知症地域支援推進員の配置 令和・平成 26年度から   人数：1 

職種：社会福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：４チーム 

設置場所：医療機関  

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成元年度から実施 ／ 無 

ケアパスの作成・活用方法 令和・平成27年度作成 名称：横須賀にこっとパス  

活用方法：医療機関、民生委員、行政窓口などに配架 

認知症カフェの開設 令和・平成27年度から開設 カフェ数：17（直営なし）  

認知症予防の取組 取組内容：・やわらか脳体操教室 

・脳の健康度チェック（ファイブコグ） 

担当課名：健康長寿課 
電 話：046-822-8135  

メール：chcenter-hw@city.yokosuka.kanagawa.jp 

・認知症カフェ情報交換会（認知症サポーター交流会）の開催 

・メイト連絡会の開催 

・よこすかオレンジＬＩＮＥに登録の認知症サポーター、オレンジパートナー、メイト等に、行方不明になった

認知症の方の情報発信 

・よこすかオレンジＬＩＮＥでの、認知症に関わる方のコラム配信 

・アルツハイマー月間「オレンジ色を身に着けよう」で、若年性認知症の人と家族のメッセージと認知症の人と

家族を支えるマークをシールにして配布 

・認知症の人と家族の会、若年認知症の会タンポポと若年性認知症つどいの開催 

・「本人ミーティング」を若年性認知症コーディネーターと共催 

 

〇Zoomによるリモート認知症カフェ情報交換会（認知症サポーター交流会）の開催 

〇Zoomによるリモートメイト連絡会の開催 

〇ZoomによるリモートよこすかオレンジＬＩＮＥ登録説明会 
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市町村名 テーマ 

平塚市 推進員中心に認知症になっても安心して暮らせるまちをめざして事業展開 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年1月１日現在） ２５７，７１３ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

７２，０４０（２７．９％） 

３６，５０４（５０．７％） 

認知症地域支援推進員の配置 令和・平成 ２７年度から１人、２８年度から１３人 

職種：保健師、看護師、社会福祉士、主任ケアマネ、 

介護福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：市内医療機関 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成  ２７年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 令和・平成 27、30年度作成  

名称：知ってあんしん ひらつか認知症ガイドブックVol.2 

活用方法：相談業務やステップアップ研修等で活用 

認知症カフェの開設 令和・平成 ３０年度から開設   カフェ数：９ 

認知症予防の取組 取組内容：予防教室（コグニ体験）、脳いきいき講座、 

脳とからだの体操リーダー養成講座を実施 

 

◎サポーター養成講座   ◎認知症上級（ステップアップ）研修   ◎認知症相談 

◎認知症に関する教育   ◎脳とからだの体操リーダー養成講座   ◎認知症ケアパスの発行 

◎アルツハイマーデーイベント：パネル展、駅前公園の噴水「海の賛歌」オレンジ色ライトアップ 

 

◎認知機能検査   ◎VR認知症体験会 

◎初期集中支援事業      ◎脳いきいき講座        ◎認知症地域支援推進員連絡会 
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【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

ｂ 

 

 

 

担当課名：地域包括ケア推進課 
電 話： ０４６３－２０－８２１０（直通） 

メール： keasui@city.hiratsuka.kanagawa.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎認知症カフェ登録カフェ団体へ非接触式体温計の配布 

◎フレイル予防事業と協力して「今だからこそ自宅でできる！ 

フレイル予防」リーフレットを作成・配布し情報発信（4回） 

◎「織り姫と一緒に自宅でできる！ちょい脳トレ体操」動画配信 

 

 

あ  

「自宅で出来る！ 
ちょい脳トレ体操」 

 

🔍🔍平塚市介護予防チャンネル 

（ＹｏｕＴｕｂｅ） 

https://www.youtube.com/channel/UC-ZimmsRNYroJ4vhquRA6dQ 
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市町村名 テーマ 

鎌倉市 地域で認知症支援体制を構築するための取組み 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） １７７，０６３ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

５４，０３２（３０．５％） 

３０，９９４（５７．４％） 

認知症地域支援推進員の配置 令和・平成 29 年度から   人数：12 

職種：保健師、看護師、主任介護支援専門員、社会福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：10 

設置場所：地域包括 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成  年度から実施（予定） ／ 無 

ケアパスの作成・活用方法 令和・平成  3０年度作成 名称： 鎌倉市認知症ケアパス 

活用方法： 認知症サポーター養成講座、相談等で活用。 

認知症カフェの開設 令和・平成 26年度から開設   カフェ数： ８ 

認知症予防の取組 取組内容：地区健康教育でコグニサイズ等を活用 

担当課名：高齢者いきいき課 

（市民健康課） 

電 話： 0467－61－3977 

メール：h-kourei@city.kamakura.kanagawa.jp 

１ 認知症地域支援推進委員会の開催 

 推進員と共に認知症関連の事業（ケースの支援の情報提供、サポーター養成講座等の普及・啓発）等につい

て、委員会の場で協議している。 

２ サポーター養成講座 

 地域包括と連携し、市内の小・中学校等を対象にサポーター養成講座を実施した。 

３ 認知症の普及・啓発 

 ・認知症対応ガイド（お店版、地域版） 

 ・世界アルツハイマー月間に啓発活動として「オレンジ色を身につけ認知症への理解を 

深めよう」を実施。 

・世界アルツハイマー月間に、イベントの代わりに、個々で「オレンジ色を身につけ認知症への理解を深めよ

う」という啓発活動を、近隣市である横須賀市・逗子市・三浦市・葉山町とともに行った。 

・サポーター養成講座を、感染対策を徹底し、収容人数の５０％以下で開催。 

・サポーター養成講座を、大学の授業として、パワーポイントによる動画を作成し、オンライン配信で実施。 
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p. 10  
 

【自治体の情報】 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） ４３８，１７７ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

１０７，２４１（２４．５％） 

  ５６，３０７（５２．５％） 

認知症地域支援推進員の配置 令和・平成  27年度から   人数：２ 

職種：社会福祉士・介護福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：基幹型地域包括 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成 27年度から実施（予定） ／ 無 

ケアパスの作成・活用方法 令和・平成 27年度作成  

名称： 知ってあんしん認知症ガイドブック（認知症ケアパス） 

活用方法：サポーター養成講座、関係機関、地域包括、商店会連合

会、金融機関、イベント等で、周知配布。 

認知症カフェの開設 令和・平成  29年度から開設   カフェ数：12 

認知症予防の取組 取組内容：認知症予防教室、コグニサイズの普及 

市町村名 テーマ 

藤沢市 認知症になっても安心してくらせるまちふじさわ 

① 認知症の診断をうけたご本人出演の動画や、ポスターを作成。 

  

 

 

 

② 9月のおれんじキャンペーンでは、市内４図書館と大型書店３店によるブックフェア開催。 

 

 

 

 

③市役所にて、パネル展「知っていますか？認知症」を開催。認知症に関する展示とともに、防災（要配慮者

への避難所での支援等）について展示。 

 

 

 

④地域見守り活動に関する協定を締結している藤沢市商店会連合会の会員に、「知ってあんしん 認知症ガイ

ドブック（認知症ケアパス）」を配布。 

 

 

 

４図書館と大型書店３店によるブックフェア

認知症の診断を受けたご本人にモデルになっていただき、ポスター

を作成しました。診断を受けた後も、ヨガインストラクターとし

て、地域で活動を継続されています。 

ブックフェア「認知症本人とともに」。認知症ご本人による書籍や絵本な

ど、いろいろな角度からの書籍を集めて開催しました。 

日本認知症本人ワーキンググループ事務局から著者直筆の POP をいただ

き、掲示していただきました。 

要配慮者用のスペースとして、避難所で使用するパーティショ

ンを展示しました。 

推進員が、各商店会連合会の会長さんを訪問し、 

お届けしました。 

 

p. 10 
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⑤居場所事業担い手を対象に、「認知症VR体験会」や介護予防の体操を学ぶ「認知症 共生と 

予防」講習会開催。 

 

 

 

⑥イベント「あなたの人生会議」「子育てメッセ」にて認知症普及啓発ブース出展。 

 

 

 

 

⑦認知症関連情報をまとめた「ふじさわおれんじNews vol3」発行。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課名：地域包括ケアシステム推進室 
電 話： 0466－50－3544 

メール：fj-houkatu-s@city.fujisawa.lg.jp 

〇オンラインでのサポーター養成講座の開催 

 一般市民を対象に、オンラインによるサポーター養成講座を10月に開催。 

（３月にも開催予定） 

○市ホームページにて認知症に関する取り組みを紹介する「キュンさんぽ」を毎月更新。 

 

 
朝日新聞社とエイベックス株式会社 

と協力し、開催しました。 

「子育てメッセ」ではダブルケアの視点から、認知症普及

啓発も行いました。 

９月に開催された、おれんじキャンペーンの内容を中心に作成し、

関係機関やサポーター養成講座等で配布しました。 
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市町村名 テーマ 

小田原市 オンライン会議システム（Zoom）を活用した認知症家族会の開催 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） １８９，５７２ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

５７，０５０（３０．１％） 

２９，５２３（５１．７％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成27年度から 人数：２人（平成29年度まで１人） 

職種：保健師、社会福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：12 

設置場所：地域包括支援センター 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  平成25年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成30年度作成 名称：にんちしょうケアパスおだわら 

活用方法：認知症サポーター養成講座や地域のサロン等で配布。地

域包括支援センターや医療機関、歯科診療所、薬局、介護サービス

事業所等で相談対応時に使用。 

認知症カフェの開設 カフェ数：なし（民間のカフェ実施団体に対する補助制度を令和 2

年度からスタート） 

認知症予防の取組 取組内容：脳トレなどの認知症予防事業の実施 

担当課名：高齢介護課 
電 話：0465-33-1864 

メール：ko-hokatsu@city.odawara.jp 

キャラバンメイトと協力し認知症に係る普及啓発活動に努めるほか、認知症初期集中支援チーム員会議の運営

や、おだわら・はこね家族会の運営など、認知症の家族の方の支援に取り組んでいる。 

また、今年度は、県家族会及び箱根町と共催で、杉山孝博先生（川崎幸クリニック委員長・県家族会支部代

表）を講師にお招きし、家族交流会と講演会を実施。認知症サポーターにもステップアップ研修という位置づ

けで呼びかけ、参加を促した。 

緊急事態宣言を受け、おだわら・はこね家族会や認知症サポーター養成講座の一部を中止した。 

家族会については、ある参加者が夫を一人にして家においておけないから参加できないという声があり、また、

他の参加者からも直接対面できなかったとしてもオンライン会議システム（Zoom）を活用して話す機会が欲し

いという声もあり、令和２年11月からオンライン会議システムと対面の合同開催、２度目の緊急事態宣言後の

令和３年１月からは、オンライン会議システムのみで開催し、６～８名の方（支援者・行政除く）に参加いただ

いている。実施に当たっては、県が作成したリモート認知症カフェマニュアルがとても参考になった。 
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市町村名 テーマ 

茅ヶ崎市 

新オレンジプラン及び認知症施策推進大綱で示された視点を重視しながら従来の取り組みを

継続し、認知症の予防に努めるとともに、認知症となっても地域で生活できるような支援体

制整備に努め、周囲の方々の理解が得られるよう周知促進を図る。 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） ２４４，３９１ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

６４，６６６（２６．４％） 

３４，０９０（１４．０％） 

認知症地域支援推進員の配置 令和・平成29年度から   人数：1人 

職種：保健師（29年度～週5日、３１年度～週３日) 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：市役所  

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成２３年度開始、２７年度から毎年実施したが、令和２年

度は未実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成29年度作成 名称：茅ヶ崎市認知症あんしんガイド 

活用方法：関係機関配布や機械をとらえた周知、サポー 

ター養成講座時配布、窓口相談での活用等 

認知症カフェの開設 令和２年度から開設予定であったが未実施、市実施予定のカフェは

1か所、他団体等の実施するカフェは5か所あるが、展示の形式で

３回実施されている。保健所実施の若年性認知症のつどい「うみの

会」は開催された。 

認知症予防の取組 取組内容：コロナ対策通信紙「介護通信」に脳トレの記事掲載し周知 

 

実施事業：認知症施策検討会、認知症初期集中支援事業、認知症ケアパス「茅ヶ崎市認知症あんしんガイド」 

     の周知と活用、企業や学校からの依頼や新規委嘱された民生委員児童委員対象の認知症サポーター 

     養成講座、ＳＯＳネットワーク事業、茅ヶ崎市版エンディングノート「わたしの覚え書き～希望の 

     わだち～」の周知と配布、世界アルツハイマーデー及びアルツハイマー月間における広報紙への記 

     事掲載とJCOMへの放送、本庁舎設置のデジタルサイネージへの掲載により、「あんしんガイ 

     ド」と「SOSネットワーク」についての周知を図った。他にキャラバン・メイト管理、家族等か 

     らの相談等への対応、電話相談や訪問の実施等。 

 

未実施事業：第3回オレンジDａｙ、ステップアップ講座、認知症カフェ、地域サロンへの参加及び「わたし 

      の覚え書き」書き方講座は、緊急事態宣言期間も含め、感染防止のための三密を防ぐことが難し 

      いと判断し中止とした。 
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【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課名：課 
電 話： 0467-82-1111 

メール： koureikaigo@city.chigasaki.kanagawa.jp 

・感染防止に努めつつ認知症施策検討会と認知症初期集中支援チーム員会議の早期開催により認知症の方

とその家族、及び介護者の不安軽減とサービス導入に向けた助言を得る機会を確保した。 
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市町村名 テーマ 

逗子市 － 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） ５９，２８２ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

１８，６９６（３１．５％） 

１０，８２２（５７・９%） 

認知症地域支援推進員の配置 令和・平成  27年度から   4人： 

職種：保健師・看護師 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：市役所  

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成  3年度から実施（予定） ／ 無 

ケアパスの作成・活用方法 令和・平成  29年度作成 名称：認知症ケアパス  

活用方法：医師会加入医療機関へ配架依頼・相談時利用 

認知症カフェの開設 令和・平成  28年度から開設   カフェ数： 2 

認知症予防の取組 取組内容：各地域包括支援センターの地域への啓発事業 

担当課名：高齢介護課 
電 話： ０４６－８７３－１１１１ 

メール：houkatsu@city.zushi.lg.jp 

・初期集中支援チーム員会議開催。 

・各包括が行うサポータ―養成研修開催支援。 

・Zoom利用によるオレンジ・カフェ開催。 
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市町村名 テーマ 

三浦市 ― 

 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） ４２，５２１ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

１６，８５８（３９．６％） 

 ８，８０４（５２．２％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成27年度から   人数：4 

職種：看護師 外 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：1 

設置場所：市  

認知症サポーターステップアップ研修の実施  無 

ケアパスの作成・活用方法 平成 30 年度作成 名称： 三浦市認知症ケアパス オレンジガイ

ド 

活用方法：市内商業施設等に配架 

認知症カフェの開設 令和・平成  年度から開設   カフェ数：  

認知症予防の取組 取組内容： 

担当課名：高齢介護課 
電 話： 046-882-1111(内線352) 

メール：hoken0201@city.miura.lg.jp 

 

 

 

― 

 

― 

 

― 
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市町村名 テーマ 

秦野市 認知症を支えるまちに ～世界アルツハイマー月間での普及啓発～ 

 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） １６０，４７５ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

４８，６３５（３０．３％） 

２３，１６９（４７．６％） 

認知症地域支援推進員の配置 令和・平成27年度から   人数：９ 

職種：保健師 看護師 社会福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：高齢介護課 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成29年度から実施（予定） ／ 無 

ケアパスの作成・活用方法 令和・平成27年度作成  

名称：秦野市認知症ガイドブック 

活用方法：窓口配架 講座での配付 ダイジェスト版を作成・市内

の商店等に配置し市民に広く周知している。 

認知症カフェの開設 令和・平成27年度から開設   カフェ数：23 

認知症予防の取組 取組内容：専門医に学ぶ認知症講座、コグニサイズ教室 

コグニサイズ普及員養成、脳の健康チェック（iPad） 

脳の健康教室（KUMON）、脳の健康教室ＯＢ会 

認知症ステップアップ講座（ＭＣＩ・コグニサイズ編） 

世界アルツハイマー月間・世界アルツハイマーデーでの認知症に関する普及啓発活動を実施 

 認知症に関する普及啓発活動として、市役所本庁舎や保健福祉センター、 

各地域包括事務所などに特設ブースを設けました。 

また、認知症施策について、市広報誌や市内 

の情報誌（タウンニュース）などのほか、ラジ 

オ番組に取り上げていただき、認知症に関する 

相談がより多く寄せられました。 

引き続き、認知症に関する普及啓発活動を 

行っていきます。 

の情報誌（

オ番組に

相談がより多く寄せられました。

行っていきます。
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【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課名：高齢介護課 
電 話： 0463-82-7394 

メール：kourei@city.hadano.kanagawa.jp 

・市内推進員が情報共有をする推進員研究会をリモートで開催しました。 

・サポーター養成講座を青空教室として開催したほか、認知症の本人と介護者のつどいを天気の良い日に「お

散歩サロン」として開催しました。 
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市町村名 テーマ 

厚木市 アルツハイマーデー「あつぎオレンジ🍊🍊フェスタ」における取組について 

 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

― 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） ２２３，７４３ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

５７，５０２（２５．７％） 

２７，３０１（４７．６％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成27年度から   人数：12 

職種：保健師、看護師、介護支援専門員、社会福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：0 

設置場所：地域包括（今後の予定） 

認知症サポーターステップアップ研修の

実施 

平成31年度から実施（令和２年度は中止） 

ケアパスの作成・活用方法 平成29年度作成 名称： 厚木市認知症ケアパス 

活用方法：相談時の説明に使用 

認知症カフェの開設 平成29年度から開設   カフェ数：４ 

認知症予防の取組 取組内容：物忘れ予防・脳いきいき教室 

担当課名：福祉総務課 

地域包括ケア推進担当 

電 話： 046-225-2047 

メール：1900-08@city.atsugi.kanagawa.jp 

【あつぎオレンジ🍊🍊フェスタでの取組】 
・パネル展（相談窓口、行政サービス、推進員、初期集中支援チーム、家族会などの紹介） 

・図書館特集展示（認知症に関する本、資料の展示） 

・認知症サポーター養成講座 

・映画上映会（ケアニン２の上映） 

・認知症相談（認知症地域支援推進員による相談） 

・認知機能測定 

・普及啓発物品の配布（リーフレット、認知症予防トイレットペーパー） 

・デジタルサイネージによる周知 

・認知症予防特別メニュー（定食）の追加 

・地域包括ケアＴＩＭＥＳ秋号における認知症特集ページの掲載 
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市町村名 テーマ 

大和市 認知症になってもあんしんやまと 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） ２４０，５２３ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

５７，４９４（２３．９％） 

２９，５２２（１２．７％） 

認知症地域支援推進員の配置 令和・平成  27年度から   人数：14 

職種：保健師、看護師、社会福祉士、主任介護支援専門員 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：市 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成29年度から実施（予定） ／ 無 

ケアパスの作成・活用方法 令和・平成28年度作成 名称：認知症になってもあんしんやまと  

活用方法：相談、事業周知等で活用、公共施設、駅、郵便局等で配付 

認知症カフェの開設 令和・平成27年度から開設   カフェ数：15 

認知症予防の取組 取組内容：コグニサイズセミナー、コグニバイクの設置等 

担当課名：人生100年推進課 
電 話： ０４６－２６０－５６１２ 

メール：ke_jinse@city.yamato.lg.jp 

○認知症地域支援推進員を「認知症コンシェルジュ」と呼称し、推進員活動を進めている。 

○推進員は地域包括の担当エリアごとに地域課題に取り組むことに加え、市全体として取り組むべき課題別部 

 会（３部会）としてチームで取り組みを進めている。 

①認知症の人の声を聴く部会：若年性認知症本人ミーティングの実施、認知症の本人とのワーク 

ショップ開催等 

②認知症多職種協働研修部会：市内多職種が参加する研修会の企画、実施等 

③認知症サポーターの活動を考える部会：チームオレンジの取り組みに向けた準備、検討等 

 

○認知症予防コグニサイズセミナー等の講座で「オンライン通いの場」アプリの活用について周知し、講座内

で市職員がダウンロードについてサポート。 

○コロナ禍で認知症介護での更なる行き詰まりを軽減するため、従来対面で実施していた公認心理師による認

知症介護者の個別相談会をオンラインで実施。 

○コロナ禍で社会参加や交流の機会が減少していることから、認知機能低下、症状進行の予防のための「認知

症予防Ｑ＆Ａ」を市ホームページに公開。 

○コロナ禍で認知症の人との生活で難しさを感じているご家族等に向け、「認知症介護 Q＆A」を市ホームペ

ージに公開。 
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市町村名 テーマ 

伊勢原市 認知症に対する正しい知識と理解への普及啓発 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） １００，４６１ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

２６，５３１（２６．４％） 

１３，３９２（５０．４％） 

認知症地域支援推進員の配置 令和・平成 ２７年度から   人数：６人 

職種：保健師、看護師 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１チーム 

設置場所： 医療機関 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成 ２年度から実施（予定） ／ 無 

ケアパスの作成・活用方法 令和・平成 ２８年度作成 名称：知ってあんしん認知症ガイドブ

ック  

活用方法：相談時や認知症に関する講座・医療機関等には生かし地

域住民へ配架を実施。市HPより閲覧も可能。 

認知症カフェの開設 令和・平成 ２９年度から開設   カフェ数：６  

認知症予防の取組 取組内容：コグニサイズの普及、通所型サービスCで認知症予防プ

ログラムを実施、タブレットを活用した認知機能検査とコグニサイ

ズ等教室実施 

〇アルツハイマーデイ普及啓発イベント  

・市役所庁舎で認知症啓発パネル展示や包括支援センター等でオレンジライトアップを行った。 

 

〇伊勢原版オレンジパートナー活動支援 

・認知症サポーターステップアップ研修で認知症高齢者への声かけ模擬体験を実施。また、オレンジパートナ

ー交流会を実施し、新旧のパートナーの活動支援を行った。 
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【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課名：介護高齢課 
電 話： 0463=94-4725（直通） 

メール：kaigo@isehara-city.jp 

－ 
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市町村名 テーマ 

海老名市 認知症になっても安心して暮らせるまちづくり 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） １３５，９７９ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

３３，５９９（２４．７％） 

１６，５２９（１２．１％） 

認知症地域支援推進員の配置 令和・平成27年度から  人数：９ 

職種：保健師、看護師、社会福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：1 

活動拠点：えびな在宅医療相談室  

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成元年度から実施  

ケアパスの作成・活用方法 令和・平成28年度作成 名称：認知症ケアパス  

活用方法：市、包括等に配架。認知症関連事業で配布。 

認知症カフェの開設 令和・平成28年度から開設   カフェ数：6  

認知症予防の取組 取組内容：介護予防教室、出前講座の実施 

担当課名：地域包括ケア推進課 
電 話： 046-235-4950 

メール： houkatsu@city.ebina.kanagawa.jp 

〇推進員会議の開催（月１回） 

○認知症初期集中支援チーム（チーム員会議月1回開催） 

○認知症の正しい理解と普及啓発活動 

アルツハイマーデーのイベント（図書館フェア、市役所食堂にて「認知症予防メニュー」の提供、パネル

展）、ケアパスの配布、介護予防教室の開催 

〇認知症サポーターステップアップ講座の開催 

○高齢者（認知症）あんしん補償事業（賠償責任保険） 

 

○推進員会議、認知症初期集中支援チーム員会議をZoom会議で開催 

○感染拡大防止対策を徹底し、認知症カフェを開催 

〇サポーター養成講座は定員を通常の半数にし、複数回開催 

〇民生委員など地域の支援者がマスクや自宅でできる体操などを記載したちらしを配布し、高齢者の状況や変

化などを確認 

〇市ホームページにコグニサイズや自宅でできる介護予防等の動画、お役立ち情報などを掲載 
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市町村名 テーマ 

座間市 認知症になっても安心して暮らせるまちづくり 

【自治体の情報】 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） １３１，７６９ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

３３，８２２（２５．７％） 

１６，８８１（４９．９%） 

認知症地域支援推進員の配置 令和・平成 27 年度から   人数：11 

職種：保健師、看護師、社会福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：1 

設置場所：相模が丘地域包括 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成  年度から実施（予定） ／ 無 

ケアパスの作成・活用方法 令和・平成27年度作成 名称：座間市認知症ケアパス 

活用方法：サポーター養成講座で配布、相談時利用、関連機関での

配架、ホームページ掲載 

認知症カフェの開設 令和・平成 28年度から開設   カフェ数： ３ 

認知症予防の取組 取組内容：講演会、コース制認知症予防教室 

・推進員会議の開催（１回／月程度） 

チーム員や他関連団体も参加し、情報共有、意見交換を実施した。 

・アルツハイマーデーイベント  

市、包括、社協、図書館で認知症に関する普及啓発を目的に実施。関連情報の展示やチラシの配架の他に、

認知症の人や家族に向けての来庁者によるメッセージツリーの作成やオレンジパートナーからのメッセージの

展示、市内認知症カフェ参加者の作品展示等実施。 

・サポーター養成講座の開催 

 基礎講座に加え、応用編の講座も実施。オレンジパートナーの活動の場にもなっている。 

○推進員やチーム員との連携 

文書会議で開催を継続し、意見交換や情報共有を実施した。 

○サポーター養成講座や認知症予防教室 

感染症予防対策を講じながら継続して実施した。 

○認知症カフェ 

１カ所が、神奈川県の支援を受け、リモート認知症カフェの実施を検討している。 

○オレンジパートナーとの連携 

今後の予定や関連情報を郵送で通知した。また市内コミュニティセンターを複数カ所利用し、分散して意見

交換会を実施した。 
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担当課名：介護保険課 
電 話： 046-252-7084（直通） 

メール：kourei@city.zama.kanagawa.jp 
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市町村名 テーマ 

南足柄市 認知症支援マップの作成について 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） ４１，７５９ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

１３，６３２（３２．６％） 

  ７，２０１（５２．８％） 

認知症地域支援推進員の配置 令和・平成25年度から   人数：5 

職種：主任介護支援専門員、社会福祉士、保健師 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：1 

設置場所：基幹型地域包括支援センター 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成28年度から実施（予定） ／ 無 

ケアパスの作成・活用方法 令和・平成29年度作成 名称：南足柄市認知症相談ガイドブック 

活用方法：ホームページで掲載 

認知症カフェの開設 令和・平成27年度から開設   カフェ数：2 

認知症予防の取組 取組内容：脳の健康教室、脳トレ教室（コグニサイズ） 

担当課名：高齢介護課 
電 話：（0465）74-3196 

メール： tiikihoukatushienn@city.minamiashigara.kanagawa.jp 

 

平成23年より「認知症」をテーマに多職種で意見交換をしながら認知症 

支援マップの作成に取り組んできた。 

早期に認知症の本人や家族が相談につながること、あらゆる地域資源の中 

から参加できる場所を見つけて欲しいとの思いから、相談窓口の紹介、認知症 

カフェや家族のつどい、介護保険の通所サービス等の情報一覧と地図情報を掲 

載している。また各施設等の詳細はQRコードからの閲覧もできるよう調整中 

である。今後市のホームページ上に支援マップ情報の掲載、医療機関等へ紙媒 

体の配布を行い、幅広く活用してもらえるよう今年度中に周知をしていく予定 

である。 

 

〇認知症カフェ 

 認知症カフェは感染対策を講じた上で開催（緊急事態宣言中を除く）。マスクの着用、検温・手指消毒の徹

底、飛沫防止のため飲食を行う時間を設定し（10 分間）、飲食時は会話をしない様に注意喚起の立札を設置

する等工夫をしながら実施。また参加については予約制とし、毎回参加者の座席配置を把握している。 
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市町村名 テーマ 

綾瀬市 新型コロナウイルス感染防止対策を取り入れながらの活動 

【自治体の情報】 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） ８５，０５４ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

２３，１９６(２７．３％) 

１１，９３２(１４．０％) 

認知症地域支援推進員の配置 令和・平成２７年度から   人数：５ 

職種：看護師、介護福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１設置場所：直営 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成  年度から実施（予定） ／ 無 

ケアパスの作成・活用方法 令和・平成２９年度作成 名称：認知症ケアパス 

活用方法：医療・介護に関する情報をまとめた「あやせいきいき健

康だより（地域包括ケアガイドブック）」に掲載し、全戸配布及び

市ホームページに掲載 

認知症カフェの開設 令和・平成 ２９年度から開設   カフェ数：４  

認知症予防の取組 取組内容：コグニサイズ、コグニバイク 

○推進員の配置 

 推進員は、各包括(直営基幹型、委託型)に配置しています。認知症に関する相談、認知症予防教室(コグニサ

イズ、コグニバイク体験講習会)、認知症出前講座や認知症カフェの運営を行っています。また、認知症初期集

中支援チームのチーム員を兼ねていて、チーム員として活動しています。 

○認知症予防教室、認知症出前講座 

認知症予防に効果があると言われているコグニサイズの開催を企画、運営を行ったこと、保健福祉プラザに

設置されているコグニバイクを使用してもらうために、体験講習会の講師を行いました。また、事業所向けに

認知症出前講座を実施しました。 

○認知症カフェ 

 各包括では「らくらくカフェ」と称して行っています。新型コロナウイルス感染防止の観点から、使用でき

なくなった会場がありましたが、可能な範囲で行いました。 

○認知症ケアパス 

 全戸配布している地域包括ケアガイドブックに認知症ケアパスや推進員のことを含めた認知症に関する記事

を掲載し、市民に周知を図っています。 
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【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課名：地域包括ケア推進課 
電 話： 0467-77-1116 

メール：wm.705633@city.ayase.kanagawa.jp 

認知症地域支援推進員は 75 歳以上の独居高齢者にアウトリーチによる活動をしていますが、緊急事態宣言下

では訪問することが感染リスクとなる危険があったため、家庭でできるパンフレットをポスティングしたり、

電話相談を主に対応していました。 
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p. 29 

市町村名 テーマ 

葉山町 認知症になっても安心して暮らせるまち 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） ３２，８８６ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

１０，２７１（３１．２%） 

  ５，７３２（５５．８%） 

認知症地域支援推進員の配置 平成29年度から   人数：７ 

職種：保健師、看護師、社会福祉士、介護支援専門員 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：町役場・地域包括 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和４年度から実施予定 

ケアパスの作成・活用方法 平成31年度作成 

名称：知ってあんしん認知症ガイドブック（認知症ケアパス） 

活用方法：相談時の説明に使用 

認知症カフェの開設 平成27年度から開設   カフェ数：４  

認知症予防の取組 取組内容：予防教室（コグニサイズ）の実施 

担当課名：福祉課 
電 話：０４６－８７６－１１１１ 内線２３４  

メール：kaigo-fukusi@town.hayama.lg.jp 

● 認知症ケアパス 

 地域包括をはじめ、介護保険事業所や地域住民とワーキングを行い、平成 29 年度に素案を作成。相談時等

に試験的に使用し、令和元年度に「知ってあんしん認知症ガイドブック（認知症ケアパス）」として冊子化し

た。相談があった際、説明用に使用している。 

● オレンジコーディネーター養成研修に参加 

 今後の認知症サポーターステップアップ研修の実施及びオレンジ設置に向け、推進員がオレンジコーディネ

ーター養成研修に参加した。 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、認知症カフェや予防教室をはじめとした様々な事業の延期・中

止を余儀なくされた。感染症の拡大状況を見ながら、三密を回避しての事業を実施するとともに、電話等対面

とは異なる形で支援を継続した。 

 また、新型コロナウイルス在宅高齢者支援事業として、町内在住の 75 歳以上の高齢者（要支援・要介護認

定を受けていない者と、要支援・要介護認定を受けているが介護サービス未利用者）にアンケート兼相談票と

包括の案内、在宅でできる運動の案内を送付し、支援の必要な対象者に電話や訪問でフォローを行った。 

推進員の研修等の参加はオンライン会議を活用し、新型コロナウイルス感染症拡大防止と支援員の活動が両

立できるよう配慮した。 
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市町村名 テーマ 

寒川町 認知症になっても安心して暮らし続けられるまちづくり 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） ４８，８４７ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

１３，３５９（２７．３％） 

 ６，４９３（４８．６%) 

認知症地域支援推進員の配置 令和・平成 ２９年度から   人数：１ 

職種：社会福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：寒川町高齢介護課 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成 ３０年度から実施（予定） ／ 無 

ケアパスの作成・活用方法 令和・平成 ２８年度作成 名称：寒川町高齢者ガイド  

活用方法：窓口で配布、ホームページで掲載、町内の医療機関、歯

科医療機関、薬局に配架 

認知症カフェの開設 令和・平成 ２８年度から開設   カフェ数： ２ 

認知症予防の取組 取組内容：介護予防事業 

担当課名：高齢介護課 
電 話： ０４６７－７４－１１１１ 

メール：kaigo@town.samukawa.kanagawa.jp 

 

 

 

 

・広報活動として、町の広報誌、社会福祉協議会の広報誌にて、認知症について情報発信した。 

・認知症サポーター養成講座の開催。 

 

・住民向けの認知症サポーター養成講座 

の開催が難しい中、職域サポーターを増 

やす取り組みを行った。 

 

・写真左：ヤクルト寒川センターでの 

 認知症サポーター養成講座の様子 

・写真右：「認知症サポーターがいます」 

 のステッカーを図書館に掲示 
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市町村名 テーマ 

大磯町 認知症を知り、身近に感じてもらえるまちづくり 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） ３２，６３７ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

１１，１２５（３４．１％） 

 ５，７９８（１７．７％） 

認知症地域支援推進員の配置 令和・平成30年度から   人数：２人 

職種：保健師、社会福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：1チーム 

設置場所：地域包括支援センター 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成  年度から実施（予定） ／ 無 

ケアパスの作成・活用方法 令和・平成30年度作成 名称： 認知症ケアパス 

活用方法：窓口配布、地域のつどい等で配布 

認知症カフェの開設 令和・平成30度から開設   カフェ数：１ 

認知症予防の取組 取組内容：スクエアステップのひろば、予防教室 

担当課名：福祉課 
電 話：0463-61-4100（代表） 

メール：kaigo@town.oiso.kanagawa.jp 

〇図書館に協力依頼し認知症コーナーを設置。 

 ９月の１か月間、図書館に認知症や介護に関する本と普及啓発の冊子やチラシを設置し、来館し 

 た多くの方に手に取ってもらえた。 

〇認知症に関するチラシや冊子をまとめたミニコーナーを設置。（保健センター内） 

〇サポーター養成講座の実施。（金融機関） 

 

〇ケアパスの見直し 

普及啓発に関するツール不足の課題があり、既存のケアパスを見直しガイドブックを作成予定。 
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市町村名 テーマ 

二宮町 自立で安心、地域でいきいきとふれあうまちづくり 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） ２８，１２６ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

９，８５８（３５．１％） 

５，４３４（１９．３％） 

認知症地域支援推進員の配置 令和・平成 29年度から   人数：１ 

職種：社会福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：二宮町役場  

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成 ３年度から実施（予定） ／ 無 

ケアパスの作成・活用方法 令和・平成 30年度作成 名称： 二宮町認知症ケアパス～認知症

とともに暮らす道しるべ～ 

活用方法：高齢者や介護者、関係機関へ配布 

認知症カフェの開設 令和・平成 30年度から開設   カフェ数：2  

認知症予防の取組 取組内容：地域の通いの場で講座の実施等 

担当課名：高齢介護課 
電 話： 0463-71-5348 

メール：houkatsu@town.ninomiya.kanagawa.jp 

〇認知症予防の推進 

 ・地域の通いの場の活動支援、推進員による講座の実施 

〇相談・支援体制の充実 

 ・認知症初期集中支援チームの設置 

 ・サポーター養成講座、認知症カフェ（にのにんカフェ）等の開催 

 ・認知症等行方不明SOSネットワークの拡充 

〇認知症カフェ（にのにんカフェ） 

 前年度と参加人数や会場等を変更し開催。今後はオンラインでの開催を予定。 
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市町村名 テーマ 

中井町 認知症を知り、理解を深めていただく機会をつくる取組み 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） ９，２９９ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

３，２２４（３４．７％） 

１，６９５（５１．３％） 

認知症地域支援推進員の配置 令和・平成 29年度から   人数：１ 

職種：介護福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：中井町（保健福祉センター） 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成  年度から実施（予定） ／ 無 

ケアパスの作成・活用方法 令和・平成 30年度作成 名称： 認知症ガイドブック 

活用方法：相談、地域の集まりでの啓発等に使用 

認知症カフェの開設 令和・平成 30年度から開設   カフェ数：１ 

認知症予防の取組 取組内容：ｺｸﾞﾆｻｲｽﾞ教室、地域の集まり等で講話実施 

○認知症カフェ事業 

推進員を中心に社協、地域包括、町と協働で開催。開催回数を年 6 回から 8 回へ増やす計画だったが、

新型コロナ感染症拡大防止上、3回休止した。ボランティア人数の増加を図った。 

○サポーター養成講座 

  一般町民、民生委員、町職員を対象に実施。小学生、消防団対象の講座を計画したが、新型 

コロナの影響から次年度以降に再調整することとなった。 

○アルツハイマーデー・月間における啓発活動 

  初の試みとして公民館図書室との連携事業により、認知症 

に関する本やパンフレットの展示コーナーを設置した。 

月間中には公民館事業で認知症講座も開催された。 

○推進員活動に関する広報を増やした（町広報、社協だより等） 
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【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課名：健康課 
電 話： 0465-81-5546 

メール：kenkou@town.nakai.kanagawa.jp 

・認知症カフェ事業休止中の取組として、推進員から参加者(家族)、ボランティアへ電話訪問を 

行い、近況等を伺った。 

・もとより認知症カフェ事業の開催回数を増やす試みとして、プログラムを設定せず、交流・懇談 

中心の内容で行うことを計画していたが、休止期間を経て再開した際、この方法で2回開催し、 

「ゆっくり話ができてよかった」との感想をいただいた。次年度も継続する予定。 
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市町村名 テーマ 

大井町 認知症でも認知症でなくても助け合える・気軽に声を掛けられる大井町 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） １７，２８５ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

４，８９６（２８．３％） 

２，４２４（４９．５％） 

認知症地域支援推進員の配置 令和・平成２７年度から 人数：3人（令和2年度～） 

職種：保健師3人 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 平成29年度から実施 

設置場所：直営地域包括支援センター  

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成２８年度から実施（予定） ／ 無 

ケアパスの作成・活用方法 令和・平成３０年度作成 名称： 大井町認知症ガイドブック 

活用方法：窓口・認知症カフェ・家族のつどいで配布、ホームペー

ジ掲載、町内医療機関・歯科医院・薬局にて回覧 

認知症カフェの開設 令和・平成２９年度から開設   カフェ数：１  

認知症予防の取組 取組内容：コグニサイズの実施（一般介護予防事業、介護予防・生

活支援サービス事業）コグニサイズ自主グループへの支援、介護予

防・生活支援サービス事業による iPad を活用した認知機能評価・

事業展開 

担当課名：福祉課 
電 話： ０４６５－８３－８０２４ 

メール：fukushi@town.oi.kanagawa.jp 

・オレンジカフェひだまりの月1回の開催 

・認知症家族のつどいの２か月に1回の開催 

・認知症ガイドブックの更新と、町内医療機関・薬局への配布と閲覧用資料の説明 

・地域ケア会議内での「若年性認知症」の方についての学習と事例検討 

◎新型コロナ感染症予防のため、今年度は小中高校生への出前講座や授業、介護予防事業や認知症事業への受

け入れは行えなかった。サポーター養成講座・ステップアップ講座も延期予定。 

・オレンジカフェを広い会場に設定し、手作りパーテーションにて前後左右を囲んだ席の設定をした。（お茶

を飲みマスクを外す瞬間があるということで来店者から不安の声があったため。） 

・認知症家族のつどいは、以前よりも参加者同士の距離をとり開催。コーヒーの提供を行ったが、会話時はマ

スクをするように徹底した。 

・町民が必要最低限の外出の中で情報収集が行えるように医療機関・薬局へのガイドブックの配布と必要そう

な方への声掛けと配布を依頼した。 
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市町村名 テーマ 

松田町 住民と協働で地域を支える取組の推進 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） 10,976人 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

3,744人（34.11％） 

1,961人（52.64％） 

認知症地域支援推進員の配置 令和・平成 元年度から   人数：2人 

職種：看護師・社会福祉士・主任介護支援専門員 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：1 

設置場所：松田町地域包括支援センター 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成 27年から実施（予定） ／ 無 

ケアパスの作成・活用方法 令和・平成 30年度作成 名称： 認知症になっても安心して暮ら

せるまちをめざして 

活用方法：全戸配布・初期相談時・認知症サポーター養成講座時 

等 

認知症カフェの開設 令和・平成 29年度から開設   カフェ数：１  

認知症予防の取組 取組内容：認知機能低下予防教室を3か月間実施。前後で認知機能

評価を実施。終了後自主グループ活動に移行し支援を行っている。 

担当課名：福祉課 
電話： 0465-83-1226 

メール：kaigo@town.matsuda..lg.jp 

・緊急事態宣言解除後、自治会から依頼を受けサポーター養成講座を開催。 

 例年サポーター拡大に向け、全自治会・商店振興会・金融機関・学校等に住民のメイトと共に講座実施。  

・認知症カフェを「MATSUDAおれんぢの会」を任意団体とし、協働で毎月開催。 

・地域での見守り支援を強化。会員が地域の方に声をかけ認知症カフェに繋がるケースもあり。 

〇場所を変えて認知症カフェを開催 

第1回の緊急事態宣言後、認知症事業中止。休止中協働で開催している「MATSUDAおれんぢの会」の会員に

認知症カフェの参加者へメッセージと、カフェ開催中の写真をアルバムに入れて、戸別訪問し配布。（会員とと

もに） 

6月から、町内の屋外施設や換気のよい広い場所へ変更し開催。 
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市町村名 テーマ 

山北町 介護予防教室における認知症予防の展開 

【自治体の情報】 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

○介護予防教室における認知症予防の取組 

町内３地区（４箇所）で介護予防教室を開催。転倒予防のための体操を実施しています。令和２年度は認知

症予防のアクティビティ（歌、ゲーム、手芸等）は感染症予防として中止し、教室参加者に認知症予防のた

めの教材を配付しました。 

○世界アルツハイマー月間における普及啓発 

９月の世界アルツハイマー月間中、町立図書館に認知症に関する書籍のコーナーを設け、普及啓発を行いま

した。 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

○サポーター養成講座 

・毎年２月に開催している町内中学３年生全員を対象としたサポーター養成講座について、令和 2 年度はオン

ライン形式での開催予定です。 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） ９，９８８ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

４，００４（４０．１%） 

１，９９６（４９．８%） 

認知症地域支援推進員の配置 平成２８年度から  人数：１人 

職種：保健師 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１チーム 

設置場所：地域包括支援センター 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和  年度から実施（予定） ／ 無 

ケアパスの作成・活用方法 平成３０年度作成 名称： 山北町認知症ガイドブック 

活用方法：全戸配布、町ホームページに掲載 

認知症カフェの開設 令和元年度から開設   カフェ数：１か所 

認知症予防の取組 取組内容：介護予防教室における認知症予防 

担当課名：保険健康課 
電話： ０４６５－７５－３６４２ 

メール：hoken-kenko@town.yamakita.lg.jp 
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p. 38 

市町村名 テーマ 

開成町 － 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） １８，１５４ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

４，４９１（２４．７％） 

２，３３８（５２．０％） 

認知症地域支援推進員の配置 令和・平成27年度から   人数：１ 

職種：主任ケアマネジャー 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：町 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成27年度から隔年で実施（予定） ／ 無  

ケアパスの作成・活用方法 令和・平成2８年度作成 名称： 認知症ガイドブック 

活用方法：必要な方へ配布 

認知症カフェの開設 令和・平成30年度から開設   カフェ数： １ 

認知症予防の取組 取組内容： 

担当課名：福祉介護課 

高齢介護班 

電話： 0465-84-0316 

メール：kaigoka@town.kaisei.lg.jp 

令和2年度認知症ガイドブックの改訂を行いました。 

 

 

 

－ 
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市町村名 テーマ 

箱根町 認知症等行方不明SOSネットワーク登録者への新たな支援 

 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） １１，２４３ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

４，２５８（３７．９％） 

２，１９０（５１．４％） 

認知症地域支援推進員の配置 令和・平成29年度から   人数：１ 

職種：介護支援専門員 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：地域包括支援センター 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成  年度から実施（予定） ／ 無 

ケアパスの作成・活用方法 令和・平成29年度作成 名称：認知症安心ガイド  

活用方法：全戸配布、行政機関窓口配架、相談初期の説明時に利用 

認知症カフェの開設 令和・平成２年度から開設   カフェ数：１ 

認知症予防の取組 取組内容：脳と体の若返り教室及びコグニサイズの普及 

担当課名：福祉部福祉課 

電 話： 0460-85-7790（直通） 

メール：fukusi@town.hakone.kanagawa.jp 

○ 認知症等行方不明SOSネットワーク登録者へ新たな取り組みを行った。 

 ① ネットワーク登録者が他人にけがをさせたり、他人の財物を壊したり、誤って線路に立ち入り電車を止

めてしまった場合などを補償する、個人賠償責任保険へ加入した。 

 ② 認知症の方等が行方不明になり保護された際、早期に身元を照会できるようにするため「箱根町 SOS

登録シール」を作成し、ネットワーク登録者に配布した。 

（シール見本） 

○ おだわら・はこね家族会のリモート実施 

  通常会場に足を運んで開催している家族の集いであるが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を予防す

るためZoomを利用したリモートで実施した。 
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p. 40 

市町村名 テーマ 

真鶴町 地域で認知症の方を見守り・支えられる町づくり 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） ７，１３０ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

３，０３３(４２．５％) 

１，６１９(５３．４％) 

認知症地域支援推進員の配置 令和・平成 ２７ 年度から   人数：１ 

職種：保健師 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所： １ 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成  年度から実施（予定） ／ 無 

ケアパスの作成・活用方法 令和・平成２９年度作成 名称：認知症安心ガイド  

活用方法：公共機関等配架 

認知症カフェの開設 令和・平成  年度から開設   カフェ数：なし 

認知症予防の取組 取組内容： 

担当課名：健康福祉課 
電 話：0465－68－1131 

メール：ken_kaigo@town.manazuru.lg.jp 

・お達者教室 

 認知症予防を目的としたリズム体操、脳トレのプログラムを月１回実施 

・ゆがわら・まなづる家族会 

認知症の方を介護している家族の方を対象に集いの場を提供し、介護者同士の情報交換や交流が図れるよ

うに支援している。湯河原町と合同で２か月に１回実施。 

・認知症をにんちしよう会実行委員会への参加 

 １市３町において地域住民に向けて認知症に対する普及活動を平成２７年度から行っている 

・お達者教室 

 参加者登録者のグループ分けを行い、月１回１グループ参加とし、人数制限を行う等感染対策を行い教室を

実施。 

・認知症をにんちしよう会 

 毎年行っている 9月のイベントは新型コロナウィルス感染症のため中止したが、「＃おだわらオレンジ大作

戦」とし、オレンジをテーマとしたＳＮＳ投稿を行った。真鶴町も役場健康福祉課をオレンジで飾ったり、チ

ラシ配架し、アルツイマー月間において認知症を正しく理解することの大切さを普及啓発。 
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市町村名 テーマ 

湯河原町 認知症の方とその家族を支える地域づくり 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） ２４，５３６ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

１０，１５９（４１．４％） 

  ５，５５５（５４．７％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 27 年度から   人数：５人 

職種：保健師、主任介護支援専門員、介護支援専門員 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所： 地域包括支援センター 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成  年度から実施（予定） ／ 無 

ケアパスの作成・活用方法 平成29年度作成 名称：認知症安心ガイド（ケアパス） 

活用方法：窓口や行事、医療機関へ配布 

認知症カフェの開設 令和 元 年度から開設   カフェ数： １ 

認知症予防の取組 取組内容：iPadを使った脳若トレーニングの実施 

担当課名：介護課 
電 話： 0465‐63‐2111 

メール：hokenka@town.yugawara.kanagawa.jp 

○認知症初期集中支援チーム 

 ・一市三町広域で合同開催。今年度後半は書面会議により支援内容を検討している。 

○ゆがわら・まなづる家族会 

 ・認知症介護者を支援する家族会を2ヶ月に1回湯河原と真鶴で交互に開催。介護者同士の交流や医療・介

護の専門職との情報交換の場として活用している。 

○認知症をにんちしよう会 

 ・世界アルツハイマー月間に合わせて町ホームページや facebook、インスタグラムにオレンジ色の物を投

稿し、認知症に関する普及啓発活動（＃ゆがわらオレンジ大作戦）を行なった。 

○一市三町若年性認知症を考える会 

・医師、医療機関、行政等で構成されている。今年度は計画していた認知症カフェの開催はできなかった

が、認知症の人とその家族を支援する事を目的にリーフレット作りを行なった。 

 

○寄り愛ゆがわら 

 ・２ヵ月に１回各地域会館に出向き介護相談を開催していたが、外出自粛の時期は電話申し込みにより「出

張介護相談」を行なった。 
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市町村名 テーマ 

愛川町  認知症施策の取組み 

【自治体の情報】 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） ４０，０６７ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

１２，０８４（３０．６％） 

 ５，４９２（４５．４％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成30年度から   人数：2 

職種：保健師 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：地域包括支援センター 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和・平成  年度から実施（予定） ／ 無 

ケアパスの作成・活用方法 平成 ２９ 年度作成 名称： 認知症ケアパス 

活用方法：相談初期の説明用に使用、窓口に配架 

認知症カフェの開設 平成３０年度から開設   カフェ数： ２ 

認知症予防の取組 取組内容：コグニサイズ教室の実施 

担当課名：高齢介護課 
電 話：046-285-2111 

メール：kourei-kaigo@town.kanagawa-aikawa.lg.jp 

○ 認知症簡易診断システム 

   認知症に不安がある方への簡易診断について、町ホームページ内に専用のサイトを開設し、認知症への
理解の普及啓発に努めている。 

○ 認知症カフェ 

町との協働事業による、健康支援プログラムの活用や熱中症予防、基本チェックリスト実施や、介護予
防事業の紹介等行っている。ケアマネ、歯科衛生士、回想法の講師を招き講話を実施。ハーモニカによる
歌の実施や脳トレ等も行う。地域支援推進員として、支援、協力し、サポーター養成講座を実施する。
（今年度は、カフェ通信発行で対応） 

○ コグニサイズ（脳いきいき教室）の実施 

１２回コース（３か月間）を２回実施。業者に委託し、松井式認知症機能検査やストレッチ、頭の体
操、グループコグニサイズ等を実施。（今年度は、新型コロナウイルス感染のため、1コースのみ開催） 

〇 サポーター養成講座 

   推進員として、アクティブシニア養成講座、介護予防教室や、高齢者サロン、高校生、企業、職員向け
に講座を実施。（今年度は、高校生のみ実施） 

〇 はいかい高齢者見守りシール支援事業 

  QR コードラベルに必要な情報を登録し、このラベルを印刷したシールをはいかい高齢者の衣類等に貼り
付け、はいかいした高齢者を発見した方が、QR コードをスマートフォンで読み取り、伝言版機能を通じて
家族等に連絡をとることができる。 

・認知症予防カフェ2団体から、毎月1回カフェ通信を発行。 

・高校で、サポーター養成講座の実施。 

・広報等で、認知症予防、介護予防体操の紹介。 

・通いの場等、介護予防チラシの配布 

・一人暮らし高齢者に、介護予防チラシの配布。 
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市町村名 テーマ 

清川村 
認知症について村民の誰もが正しい知識を持ち、早期に相談できる体制・地域で支える関係

づくり 

 

【自治体の情報】 

 

【（市・町・村）の認知症に係る主な取組（推進員活動含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口（令和２年10月１日現在） ２，８８８ 

65歳以上人口（高齢化率） 

75歳以上人口（高齢者に占める割合） 

１，０４８（３６．３％） 

 ４７４（４５．２％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成27年度から   人数：１名 

職種：保健師 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１チーム 

設置場所：地域包括支援センター 

認知症サポーターステップアップ研修の実施  令和２年度から実施予定だったが、新型コロナウイルス感染症の感

染拡大防止のため中止。 

ケアパスの作成・活用方法 平成29年度作成 

名称：清川村認知症あんしんガイドブック 

活用方法：相談初期の説明用に使用 

認知症カフェの開設 令和２年度から実施（開設）予定だったが、新型コロナウイルス感

染症の感染拡大防止のため中止。 

認知症予防の取組 取組内容： 

〇社協が支援をしながら、住民主体による住民活動（見守り、お茶飲み、体操、散歩等のサロン活動）を実施

しており、サポーター養成講座等も実施している。行政も必要に応じて支援し、関係性を持ちながらサロン

の継続・支援の必要な方の早期対応に努めている。 

〇独居・高齢者世帯への配食サービスによる地域の見守りの実施 

〇75歳以上の独居高齢者の訪問等による把握 

〇引きこもり・軽度認知症の方などに対する通所型サービスＡの実施 

〇認知機能向上教室（脳活性化教室）の実施 

〇徘徊高齢者に対する「おでかけ安心キーホルダー」の配布 

○高齢者等徘徊位置検知システム機器等購入費助成 

○「包括だより」や、村広報紙に認知症の正しい知識を掲載 

〇世界アルツハイマー月間の９月に図書館内で、認知症について啓発事業の実施 

○介護家族交流会（認知症の方の家族対象も含む）の実施 
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【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課名：保健福祉課介護保険係 
電 話： ０４６－２８８－３８６１（直通） 

メール： kaigo@town.kiyokawa.kanagawa.jp 

〇認知機能向上教室（脳活性化教室）の休止期間中、運動や認知症等についての動画を講師と作成し、村ホー

ムページに掲載した。また、体操等のチラシを作成し、参加者へ配布を行った。 

〇介護者交流会を一時休止したため、「交流会だより」を作成し、参加者に配布した。 
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 ２ 県の取組 

＜認知症への理解を深めるための普及・啓発の推進＞                   

■ オレンジパートナー活動支援事業 

 ・ チームオレンジ・コーディネーター等研修 

   チームオレンジについて、その立ち上げや運営支援等を担うコーディネーター等を対象とする研修を実施 

 

 ・ オレンジパートナー・チームオレンジ連絡会議 

   第１回：令和２年12月23・24日実施  第２回：令和３年 ３月22・23日実施 

    オレンジパートナーネットワーク参加者を対象とする連絡会議を年２回2地区で実施（オンライン） 

 ・ オレンジパートナーネットワークサイト開設 

   「認知症オレンジパートナーネットワーク」の取組を充実させるため、新たにウェブサイトを開設.  

    ウェブサイトURL https://orangepartner.pref.kanagawa.jp/  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 世界アルツハイマーデーかながわの実施 

  世界アルツハイマーデーにあわせ、９月17日～23日にオ 

 レンジ色に県庁本庁舎等をライトアップ。また、世界アルツハ 

 イマーデーに寄せたメッセージ動画を募集。今後県ホームペー 

 ジに掲載予定。                          

                                  【ライトアップの様子】 

■ かながわオレンジ大使 

   認知症の人本人が自らの言葉で語り、希望や生きがいを持って暮らす姿を発信する「本人発信」を後押しするた 

    め、県内で活動する「かながわオレンジ大使」（認知症本人大使）を募集。今後発表予定。 

 

 ■ 「かながわキンタロウ」コラボイラストの作成 

   認知症に対する理解の促進を目的として「神奈川県認知症の人と家族を支 

  えるマーク」と「かながわキンタロウ」のコラボによる新規イラストを作成。 
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＜若年性認知症施策の強化＞                                                           

■ 本人ミーティングの開催 

     若年性認知症のご本人の集まり。（原則毎月第３火曜日。令和２年８月まで中止。オンライン開催） 

■  若年性認知症の人が活躍できるしくみづくり事業 

   若年性認知症の人が役割を担うことができる居場所づくりを進めるモデル事業を実施。今後、事業報告書を 

  共有予定。 

＜その他＞                                      

■ コグニサイズの普及・定着 

  認知症未病改善に効果が期待される。コグニサイズの講師派遣や実践者向け地域ミーティングを実施。 

■ 認知症等行方不明ＳＯＳネットワークチラシ作成 

  認知症行方不明者の速やかな発見につなげるため、事前登録者の拡大を目的としたネットワーク周知のため  

 の広報チラシを作成。 

 （チラシ掲載箇所） 

 https://www.pref.kanagawa.jp/docs/u6s/cnt/f6401/p711536.html 

■ 認知症施策評価のためのアンケート調査 

  認知症施策に係る新たな取り組みの検討のための基礎資料とすることを目的として実施。調査結果は、今後、 

 県ホームページ等で公開予定。 

【新型コロナウイルス感染症拡大の中で工夫した特徴的な取組】              

■ テレビ番組による情報提供 

  外出を控える高齢者に向け、運動やバランスのよい食事を紹介する。情報番組「今だからこそ、自宅で楽し 

 く健康づくり〜認知症改善に取り組もう〜」を放送（５月～６月に５回）。 

■ リモート認知症カフェ応援事業 

  「認知症カフェ」のリモート開催に必要なサポート。緊急事態宣言下でも、多くの認知 

  症カフェをリモートで開催できるよう、サポートの一環として、マニュアル及び動画を 

  作成。 

（リモート認知症応援事業サイト） 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/u6s/cnt/f6401/remote_cafe.html  

 

 

 

3 推進員配置状況（累計） 

区分 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 

配置市町村数 ３ ５ 25 22 31   33 33 33 

配置人数 3 ５ 37 66 108 126 131 146 

                         ※配置状況は各年度４月現在の数値 

 

 

【マニュアル(主催者編)】 
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